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【はじめに】 
近年ではリハビリテーションにおいて障害者や高齢者の自動車運転支援への関心が高
まり、病院等での自動車運転支援の需要も高まりつつあり、支援のための機器開発も急速
に進んでいる。本研究において、自動車運転支援機器をバーチャル・リアリティー（以下
VR）で開発し、機器の有効性について報告する。 
【経緯】 
本研究の構想は 2016 年から始まり、株式会社 RISE（自動車教主指導員）、株式会社シネ
マレイ（機器開発）、研究代表者は専門職として知識提供を行った。製品開発にあわせてプ
ロトタイプによるデータ収集と機器の妥当性について検討した。 
【方法】 
 普通自動車免許証を有する健常成人 22 名、平均年齢 47.3 歳（SD18.1）を対象に単純反
応速度、選択反応速度、有効視野角、探索認知課題の達成速度について計測をおこなった。
それぞれの試行回数は、単純反応及び複雑反応は 20 回、有効視野角は 15 度間隔で 360 度
測定。探索認知課題は被験者を中心に前方、側方及び側方後方に 20 箇所の探索時間を測定
した。統計処理には EZR1.36 を用い 1 サンプル Wilcoxon 検定をおこなった。 
【結果】単純反応においては、中央値 0.424sec[0.379-0.49] p 値<2.2e-16 であった。選
択反応は（黄色信号への反応（アクセルペダルを離す時間）中央値 0.58sec[0.513-0.694] 
p 値<2.2e-16、赤信号への反応（ブレーキが踏まれるまでの時間）は中央値 1.01sec[0.827-
1.117]p 値<2.2e-16 であった。探索認知課題においては、右後方中央値 4.37sec[3.67-
5.84]p 値=2.482e-13、右前方中央値 3.31sec[2.80-4.59]p 値=2.482e-13、前方中央値
3.61sec[2.92-4.44]p 値= 1.715e-14、左前方中央値 3.51sec[2.89-4.50]p 値=7.811e-13、
左後方中央値 5.07sec[3.41-7.30]p 値=1.694e-13 であった。有効視野においては中心点よ
り上下左右に平均 55°（SD3.41）p 値<2.2e-16 であった。 
【考察】 
 路上での一般ドライバーの反応時間を測定した実験では平均値は 0.7sec、通常は 1.0sec
であり（Johansson，1971）、本研究においても選択反応時間は 1.01sec であり、先行研究
を支持するものとなった。探索認知課題においては、左後方への探索時間の遅延が認めら
れた。周辺視野角は人間の最大視野角は水平方向に約 200°，垂直方向に約 125°（上 50°，
下 75°）とされており、VR 機器の特性と限界値であることから最大値である上下左右とも
に 55°であった。本研究において概ね開発した VR 機器の有効性が認められた。 
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